
新 着・お 薦 め図書

閉館日・閉室日
泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
あつ～い日にはお部屋を涼し
くして、ぜひ読書を !

ヤーコン

耳 より情報

泗水図書館
　三の隣は五号室
　ちちんぷいぷい
　仄かな希望
　僕の違和感　上・下
　イラストで見る昭和の消えた仕事図鑑
　きばれ!長崎ブラバンガールズ
　あんずの木の下で
　よるのさかなやさん
中央公民館図書室
　仇敵
　アシタノユキカタ 
　我が家の内輪話
　向田理髪店
　戦火のシンフォニー
　ぼくのママはうんてんし 
　ペネロペとハローキティりんごケーキをつくる
七城公民館図書室
　サブマリン
　るるぶこどもとあそぼ ! 九州  ’17
　あらしをよぶ名探偵
　おばけのてんぷら
旭志公民館図書室
　掟上今日子の婚姻届
　野球守備の教科書
　も～ぉ～うしです !
　迷いクジラの子守歌
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泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

　泗水図書館は平成９年に開館し、ことし８月で 19 年目
を迎えます。現在、図書約８万５千冊、CD 約 1,300 本、
DVD 約 500 本を所蔵しています。館内はバリアフリー構
造で段差が無く、車椅子の人でも利用できます。
　木製の本棚と明るいフロアの図書館で、雑誌コーナーに
あるちゃぶ台が、お茶の間のような雰囲気です。
　８月は夏休み期間として土曜日と日曜日も午後６時まで
開館、毎週水曜日は夜間延長で午後７時まで開館していま
す。おはなし会やイベント・講座など企画していますので、
ぜひお越しください。

泗水図書館です!

泗水図書館 夏休みイベント
○毎日おはなし会　
期　間　～８月21日㈰　午後２時～
毎日午後２時からおはなし会があります。
○読書マラソン　
期　間　～８月21日㈰
○2016サマーコンサート（入場無料）　
と　き　８月７日㈰　午後２時～３時
ピアノとバイオリンのコンサート
○利き本クラブ「大人の怖い話」　
と　き　８月10日㈬　午後６時～

こんにちは

スタッフは7人。エプロ

ンが目印です!

雑誌コーナーには子どもが遊べるスペースを作っています。

夏休み工作教室 ～パカパカ動物園～
　ことしの工作は旭志公民館図書室で作ってみませんか?
と　き　８月13日㈯　午後１時30分～３時30分
ところ　旭志公民館図書室
対　象　小学生以上
定　員　10人程度
持ってくる物　はさみ、のり
申込期限　８月10日㈬
※旭志公民館図書室に電話か
　直接お申し込みください。
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